
金
滞
古
滋
芯
怨

廿

屋
は
、
伊
勢
外
広
の
御
師
松
木
紳
主
の
止
街
所
に
て
、
外
宮
の
逢
奔

所
在
り
。
新
町
民
も
放
度
あ
り
。
是
は
御
肺
結
井
土
佐
が
止
宿
所
に

て
、
従
前
は
雨
放
屋
と
呼
べ
り
。
但
し
州
仙
波
町
の
放
度
は
‘
共
の
資

借
屋
の
名
目
に
て、

表
立
ち
た
る
止
宿
所
に
て
も
な
く
、
松
木
一
柳
主

等
が
相
針
K
て
一
脚
殿
巡
り
を
な
し
置
け
る
も
の
な
る
陀
よ
り
・
明
治

五
年
脱
出
眠
よ
り
榊
殴
迭
を
持
止
め
ら
れ
.
取
段
ち
た
り
。

O
安
見
隠
岐
醤
邸

安
見
隠
岐
邸
の
遺
肌
叫
は
.
元
町
市
円
所
の
地
取
る
よ
し
、
三
州
志
来
因

概
党
三
州
名
跡
誌
等
に
い
へ
り
。

O
安
見
時間岐
元
勝市博

安
見
訟
に
一
宮
ふ
。
一
冗
勝
組
父
山
女
児
右
近
信
閣
は
・
河
内
閣
交
野
郡
白

壁
の
披
玉
な
り
し
が
、
松
永
榔
正
久
秀
の
錦
に
除
か
れ
た
り
。
父
右

近
勝
之
は
秀
吉
公
民
奉
仕
し‘

伊
抽
出
図
麻
布
の
内
一
高
石
を
mm
せ
し

か
ど
、
附院長
五
年
利
長
卿
陀
随
従
し、

加
州
へ
来
り
六
千
石
を
賜
は

り
け
り
。
勝
之
の
夜
後
一
万
勝
家
を
描
幡宮
、
右
近
と
稀
し
、
究
永
二
年

隠
岐
と
改
稿
す
。
初
め
六
千
石
.
後
加
思
あ
り
て
奥
力
知
共
一
応
四

千
石
を
倒
す
。
寛
永
十
年
罪
科
陀
依
っ
て
能
笠
図
的
の
地
向
悶
村
へ

配
流
を
命
ぜ
ら
る
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に、

備
忘
鍛
に
は
、
安
見
氏

額
三
十
人
扶
持
賜
は
り
し
が
.
五
六
タ
年
之
内
に
病
死
せ
ら
れ
、

哀
成
る
次
第
と
て
、
山刊
人
涙
E
似
し
け
り
。
安
見
盛
り
の
頃
は
、
右

近
大
夫
と
申
し
け
る
を
.
毛
利
右
近
大
夫
阪
に
指
合
ひ
て
、

際
伎
と

改
名
あ
り
。
第
一
武
道
の
党
隠
れ
な
く
、
州
側
地
の
一
流
を
究
め
、
弓

馬
の
道
時
間
る
成
な
し
。
弟
に
伊
織
と
て

、
先
に
千
石
川
醐
は
り
‘
病
死

後
二
代
伊
織
相
縦
し
.
千
石
川醐
は
る
成
、
日
野
山
へ
引
入
り
出
家
す
。

安
見
隠
岐
は
、
品品目
出
度
侍
也
と
て
、
一
一
向
石
の
身
勝
陀
て
、
奥
力

四
千
石
外
に
付
け
ら
れ
、
利
常
卿
の
姫
君
.
佐
久
間
半
右
衛
門
方
に

て
御
背
立
被
ν
成
け
る
を
.
隠
岐
の
養
子
陀
仰
付
け
ら
れ
.
成
長
し
給

ふ
後
・
前

m三
代
目
制
剖
馬
・
未
だ
左
兵
街
と
申
す
時
、
嫁
妥
命
ぜ
ち

れ
、
此
の
出
生
の
子
を
長
松
丸
と
申
し
け
り
。
か
L

る
御
誌
な
れ
ば
、

卯
何
成
る
儀
有
‘
之
て
も
.
指
し
て
わ
ざ
は
ひ
も
訟
か
る
ま
じ
き
事
左

る
民
、
か
や
う
に
身
代
同
市
て
ら
れ
た
る
不
思
綴
さ
よ
と
、
人
皆
申
し

け
り
。
際
肢
が
家
来
の
持
り
け
る
は
、
各
，
の
不
審
克
也
。
限
れ
も
な

古
川
品
え
の
家
‘
殊
陀
級
者
衆
横
山
家
今
枝
家
・前
間
以
の
家
々
何
れ

も
念
比
な
れ
ば
、
共
の
威
光
K
任
せ
我
訟
も
出
来
い
た
し
け
る
に

や
。
光
町
会
の
江
戸
へ
初
て
筋
い
入
給
ム
時
‘
際
肢
を
執
機
に
御
級
之

島
民
、
建
て
僻
川
也
被
ν
申
、
絡
に
不
ν
被
ν
参
故
、
今
枝
民
部
宜
伸
世
ι一
召
辿
-

企

部

官

邸

志

容

廿
三

凶
O 

の
組
を
安
見
美
作
守
と
い
ふ
。
河
内
閣
卒
園
p
k制
し
‘
飯
盛
の
城
主

た
り
し
に
.
逆
心
あ
り
と
て
松
永
新
慈
呼
ν
之
‘
於
z
途
中
-
剖

ν之
。
然

る
陀
彼
の
後
家
三
耳
の
披
を
持
閉
め
た
り
。
或
時
松
武
攻
v
之
と
て
行

く
遣
に
て
、

披
中
K
撞
く
六
時
の
鎚
を
聞
い

て、

此
の
妓
た
や
す
く

務
つ
ま
じ
と
て
引
返
す
と
也
。
近
頃
は
白
壁
の
披
と
一
冨
ひ
し
と
也
。

赴
は
と
の
塀
白
壁
な
る
故
也
と
あ
り
。
叉
冗
文
十
一
年
安
見
問
問
三
正

衛
門
的
精
岐
に
は
、
外
祖
父
安
見
限
岐
.
河
内
図
片
野
郡
陶
酔
誕
之
城

代
々
特
来
成
.
松
永
抑
正
時
代
本
人
数
し
.
秀
吉
公
民
被
岨沼
山
一
伊

抽
出
関
字
腕
部
津
田
主
水
一
所
陀
銅
剣
被
a
下
置
:
刷
版
陣
之
刻
牢
人
致

し、

叫
訓
館
公
へ
筋
目
有
ν
之
K
付
被
i

一
仰
寄
一
六
千
石
被
包
下
位
一
二
代
目

隠
岐
一

前
四
千
石
興
カ
知
共
被
a
下
位
↓
と
あ
り
。
三
州
志
槌
滋
他
陣
考

K
は
、
hd
見
右
近
一冗勝
は
右
近
勝
之
の
子
に
て
、
六
千
石
・
五
十
銃
を

附
す
。
後
一
一
品
四
千
石
に
至
る
。
究
永
二
年
隠
岐
と
改
名
す
。
同
十

年
能
州
へ
流
刑
。
共
の
罪
不
詳
な
れ
ど
も
、
菅
家
見
開
銀
民
共
の
察

按
主
総
す。

奥
三
右
衛
門
家
は
共
の
後
の
新
知
也
。
と
あ
り
。
三
笠

紀
に
云
ふ
。
究
永
十
三
年
本
多
安
時
間
守
政

E
の
邸
宅
へ

、
人
持
柴
容

合
と
し
て
何
も
集
り
、
安
見
隠
岐
へ
御
意
之
趣
由
・
渡
し‘

夫
れ
よ
り

直
陀
人
放
を
付
け
て
能
州
嶋
の
地
向
岡
村
へ
岱
居
主
命
ぜ
ら
れ
、
口

:-

執
椴
せ
ら
れ
、道
付
上
桜
御
成
之
時
、
民
部
七
千
石
の
上
民
武
千
石
の

御
加
恩
に
成
被
ν
申
け
り
。
叉
寛
永
六
年
民
、
於
昼
間
岡
一
瑞
純
公
の
十

七
回
忌
陀
、
江
制
御
付
御
用
被
v

成
け
る
時
.
御
法
合
奉
行

E
隠
岐

へ
被
a
仰
付
吋
共
時
施
行
米
百
石
非
人
共
へ
被
v
下
。
共
非
人
共
の
中
に

肥
紗
成
る
刑問有
ν
之
。
是
を
と
ら
へ
て
窃
K
刀
だ
め
し
を
致
し
け
り
。

誰
も
知
る
者
な
し
と
い
へ
ど
も
・
悪
事
千
阜
の
習
ひ
に
て
上
聞
に
越

し
け
る
や
ら
ん
。
又
先
年
江
戸
紡
遼
栃
の
御
地

umの
時
、
加
州
よ
り

《ゐふ

τ
川、一
v

役
人
共
を
伊
豆
山
へ
被
ν
近
、
伊
豆
に
て
下
行
相
渡
す
。
役
人
一
関
の
足

砲
金
潔
へ
能
飾
り
、
飯
米
之
算
用
被
宮
市
i

付
-
成
、
引
負
有
っ
て
絡
会

被
=申
付
寸
此
足
軽
の
妻
女
は
、
容
骨
廿
院
殿
の
仕
立
の
女
也
。
成
長
の

後
、
安
見
足
駆
頭
の
安
広
務
香
院
殿
よ
り
仕
立
被
ν
遣
。
夫
れ
に
付
春

香
院
段
へ
彼
女
会
り
.
御
詑
宮
被
ν
成
可
v
被
v
下回
M
申
す
陀
付
、
陀
官
被
ι

仰
入
目
と
い
へ
ど
も
.
隠
岐
承
引
な
か
り
け
れ
ば
、
妻
女
之
悦
緋
有
る

ま
じ
け
れ
ば
‘
此
の
方
へ
返
し
被
ν
巾
a

候
へ
と
被
E

仰
入
-
底
・
隠
岐
附

い
て
.
女
も
取
り
て
飽
合
申
付
け
h

り
。
都
香
院
股
よ
り
、
女
之
飽

舎
は
邪
代
成
る
仕
合
也
。
早
々
渡
し
被
ν
申
よ
と
再
三
被
ι一一仰
地
-
成
.

限
肢
返
事
陀
も
不
ν
及
、
煽
て
夫
仲
卸
北
ハ
成
敗
し
‘
則
ち
姿
の
死
骸
を
村

井
出
雲
の
前
な
る
惣
榔
の
繍
へ
品
開
て
け
り
。
春
呑
院
殿
、
御
女
俄
之

四




